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①-1 工事用道路として利用した県道中河内木之本線の整備 （道路原形復旧及び改良）
・道路整備：R５年度 尾羽梨工区 約 2.1km 完成

・ ： （針川～中河内工区 約 1.7km は災害復旧工事等の中で対応予定）

・斜面対策：R５年度 尾羽梨 1箇所完成

・ ：R６年度 鷲見 1箇所 引き続き施工

・橋梁整備：R５年度 工事用道路２号線本設橋上部工完成

・ ：R６年度 本設橋の取り付け部の施工及び仮設橋の撤去を実施

②-2 工事用道路として利用した市道奥川並線 （路肩補修等）
・R５年度までに、37箇所の整備を実施。

・R５年度の市道奥川並線の災害復旧工事の完了をもって、維持補修を完了。

⑪-3 河川へのアクセス道の整備 （道路原形復旧の一環）
・R５年度は、尾羽梨地区２箇所、針川地区２箇所の整備を行い、全て完了。（被災箇所の補修を除く）

⑭-1 残存山林の補償
・補償対象地の権利関係確認のため関係者の意向確認を行い、地権者との補償協議を実施中。

引き続き、補償契約の進捗を図る。 （R６年４月末現在：進捗率：約96％（3,021ha／3,150ha））

⑭-4 集落跡地の整備 （道路原形復旧の一環）
・R５年度：針川地区の整備に着手し、中河内小学校跡の碑の整備は完了。

・R６年度：半明、尾羽梨、奥川並地区を整備予定。

⑭-6 付替県道妙理谷工区の管理
・R５年度は、R４年度の安全点検結果を基に安全対策工事を実施 。

・R６年度も引き続き施工を行い、工事完了後、滋賀県、長浜市に引き渡し予定。

なお、水機構にて管理を継続（R1年度～）。

⑮-1 発生土受入地の利活用策に沿った基盤整備等
・八田部：R６年度は、跡地の利活用計画を踏まえた基盤整備（整地、構造物撤去、法面除草）を予定。

・北海道：滋賀県の河川護岸工事計画及び利活用計画を踏まえ、R５年11月29日に滋賀県と水資源機構で

譲渡契約を締結し、土地を引き渡した。 【R５年度完了】 1

実施内容について（水機構）
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■工事で損傷した道路の原形復旧・機能回復（R元年度実施、R２年度予定）①－１ 工事用道路として利用した県道中河内木之本線の整備
⑪－３ 河川へのアクセス道の整備（道路原形復旧の一環）

2

・滋賀県の拡幅工事（水機構が滋賀県より施工受託）と併せ道路原形復旧を実施。
・尾羽梨工区の道路整備については、R５年度に約２．１kmが完成。
・針川～中河内工区の道路整備については、災害復旧工事等の中で対応予定。
・アクセス道は、尾羽梨地区２箇所、針川地区２箇所の整備を行い、R５年度に全て完了。（被災箇所の
補修を除く）。
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①－１ 工事用道路として利用した県道中河内木之本線の整備

県道尾羽梨工区他整備工事

工事内容（整備延長=２，１３０m）
・道路土工 １式
・斜面対策工（尾羽梨） １式
・法面工 １式
・路盤工 １式

R５年度完了

県道尾羽梨工区他整備工事(平面図)
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①－１ 工事用道路として利用した県道中河内木之本線の整備

9.0K付近 施工前

R５年度完了

8.6K付近 施工前6.4K付近 施工前



①－１ 工事用道路として利用した県道中河内木之本線の整備
（工事用道路２号線の引き渡しのため）

5

本設橋

・工事用道路を県道として引き渡すため、R５年度、本設橋の上部工が完成。

・R６年度は、本設橋の取り付け部の施工及び仮設橋の撤去を実施。

工事内容
・Ｒ６年度 取り付け部施工
・Ｒ６～Ｒ７年度 仮設橋撤去（上部工・下部工）

仮設橋

R６年度
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－凡例－

①－１ 工事用道路として利用した県道中河内木之本線の整備

県道中河内木之本線６工区斜面対策工事
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整備完了状況（R4/11/8)

）

R５年度～施工中

工事内容
・法面工（モルタル吹付） １式
・落石防止網工 １式
・落石防止柵工 １式

※落石防止柵工イメージ

落石防止柵

落石防止網

モルタル吹付



平成２９年８月１０日
丹 生 事 務 所平成２９年１１月８日⑪-３ 河川へのアクセス道の整備(道路原形復旧の一環)
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・R５年度は、尾羽梨地区２箇所、針川地区２箇所の整備を行い、全て完了。（被災箇所の補修を除く）。

針川地区②

アクセス道 ３８箇所

針川地区

尾羽梨地区

針川地区①

R５年度完了

尾羽梨地区①

尾羽梨地区②



平成２９年８月１０日
丹 生 事 務 所平成２９年１１月８日②-２ 工事用道路として利用した市道奥川並線(路肩補修等)
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・R５年度までに、37箇所の整備を実施。

・R５年度の市道奥川並線の災害復旧工事の完了をもって、維持補修を完了。

R５年度完了



・残存山林については、R２年度より補償手続きを開始。R６年度も引き続き、補償契約の進捗を図る。
（補償対象面積：約3,150ha、R６年４月末現在：契約済面積：約3,021ha、進捗率：約96％）

⑭－１ 残存山林の補償
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丹生ダム残存山林調査範囲 S=1:15,000

※縮尺は、A0印刷時のもの

残存山林調査範囲

凡　　　　　　　例

県　道　等

水機構取得済用地

残存山林補償対象範囲

残存山林補償対象範囲



・R５年度は、針川地区の整備に着手し、中河内小学校跡の碑の整備は完了。
・R６年度は、半明、尾羽梨、奥川並地区の整備を予定。

⑭－４ 集落跡地の整備（道路原形復旧の一環）
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半明集落跡地

R５年度～施工中

中河内小学校跡の碑（R５年度完了）

小原集落跡地（R４年度完了）

R6.4.10撮影

針川集落跡地（整備中）



・R５年度は、安全点検結果を基に安全対策工事を実施。 R６年度も引き続き工事を行い、工事完了後、
滋賀県、長浜市に引き渡し予定。 なお、水機構にて管理を継続（R1年度～）。

⑭－６ 付替県道妙理谷工区の管理

11

工事用進入路

■位置図

林道妙理線 ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ取り換え（未施工）

付替県道と工事用進入路の接続部（施工中）

工事用進入路 橋梁塗装（施工済）付替県道 張りコンクリート（施工済）

R５年度～施工中



・八田部発生土受入地については、R６年度に跡地の利活用計画を踏まえた基盤整備（整地、構造物撤
去、法面除草）を予定。
・北海道発生土受入地については、滋賀県の河川護岸工事計画及び利活用計画を踏まえて、R５年11月
29日に滋賀県と水資源機構で譲渡契約を締結し、土地を引き渡した。【R５年度完了】

⑮－１ 発生土受入地の利活用策に沿った基盤整備等
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発生土受入地（北海道）

発生土受入地（八田部）

R3/10/8撮影

R3/10/8撮影

高時川


